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【学 び 合 い 】
○学びの中で「言葉」を
大切にしていく。

○自ら課題を見つけ、解
決しようとする力、知識・
技能を育む。

○学習したことや成果を 
振り返り、次の学習へと
活かす力を育む。

○自分の心や体の状態
に向き合い、自分を知
り、大切にする気持ちを
育む。
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【つながり合い】
○「つながる言葉」を意
識できるようにする。

〇すべての学校生活を
通して、「リーダーシッ
プ」や「フォロワーシップ」
を実践していく。
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【 支 え 合 い 】
〇支え合う中で「言葉」
を大切にしていく。
〇多様性を認め合う心、
自己理解、他者信頼の
心を熟成し、人権意識を
高める。
〇個々の能力、特性に
応じた支援を実践する。
〇防災教育と主体的な
緊急時の対応能力など
を強化する。
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【 安全 ・ 安心】
○人権尊重、いじめを許
さない心の醸成と環境を
構築する。

〇個のニーズにあった
支援の体制を強化する。

○事件・事故を未然に
防ぐ指導と体制づくりを
推進する。

〇防災教育と主体的な緊急時の対応能力等を強化する。
・事故防止に向け、地域や保護者との連携を図りながら、指導
を行っていく。
・防災学習や訓練を通し、緊急時の対応力を向上させ、自分
自身で自分の身を守る力を育てる。

・防災学習を年間計画の中にしっかりと位置をして、いろいろ
なパターンから災害に対しての学習を進め、児童自らが自分
を守る術について学習することができた。
・地域の防災訓練と防災学習を同日に行うことで、地域ぐるみ
で防災意識を高め、保護者・地域とともに連携を図りながら指
導を進めることができた。

・災害に対しての意識を高めていけるように、次年度も年間計
画にしっかりと位置づけをし、訓練の反省を活かす防災学習
を心がけていく。
・地域の協力を得ながら、児童一人ひとりを守り、育てていける
ように、防災学習をより発展させていけるようにする。

学 校 関 係 者 の評 価 学校運営のまとめ
　　「子どもの思いや主体的な学びを大切にした学習の探求」の授業について
「豊かな体験－興味－気づき－いろいろな角度からの思考－各々の探求活動－深い理解
－実生活に活かす－新たな興味へ」というような流れが授業をしている子どもたちの様子や
子どもたちとの意見交流でよく理解できた。教員が一方的に教え込むという学び方とは全く
違い、子どもたちが自ら考え試行錯誤していくことが、真の生きる力につながっていくものだと
思う。子どもたちが意見をはっきりと述べている姿からは自信が感じられた。今後も豊かな体
験や主体的な学びの授業や活動を継続してほしい。
　低学年からGIGA端末を上手に操作したり学習に活用したりしているが、能力差はないのか
と懸念がある。しかし、実施には、子どもたち同士でアドバイスしあって活動していたので安
心した。こうした機器を使うことも、直接人とかかわることも両方大切な活動だと感じた。学校
では、どちらの良さも理解できるように指導する必要があると思う。
　　「心と体に向き合うプロジェクト」の内容や人権尊重教育、たてわり班の取り組みも定着し
ていてとてもよい。防災教育や環境整備等についても、地域の方々と共に教職員が熱心に
取り組んでいることが分かった。今後も継続して、安心安全な学校運営が行えるようにして
いってほしい。

　何にも代え難い豊かな体験活動を、岡上の地域の方々のご支援ご協力により今年度も営み積み重ねることができた。地域の
人や自然と深くかかわり、自分のこととしてそれぞれの課題に向き合う中で、心を耕し自分の思い・言葉を大切にしながら「主
体的に学ぶ」ための基礎をしっかり築くことができた。
　教職員は、日々の授業研究はもちろん、「子どもたちの思いを大切にし、『わかる』『できる』授業づくり」をテーマとした校内研
究では、互いに授業を見合ったりブロックで検討したりするなど日々研鑽を積んでいる。
　取り組み始めて３年目になる「心とからだに向き合うプロジェクト」では、1年生「プライベートゾーン」から６年生「性の多様性」
について、命の安全教育・人権尊重教育の両面の観点で丁寧に指導し、その後の見取りや保護者への周知も行ってきた。自
分のことを肯定的にとらえることができるようになった児童の声が増えた。
　たてわり活動の充実により、リーダーシップ・フォローワーシップの精神がさらにしっかりと根付いている。一人ひとりの子ども
たちの安心や自信の芽が大きく膨らんでいる。
　岡上町内会の協力のもと、防災学習日（土曜日）に地域の方、保護者と一緒に防災や被災時の体験を行った。その活動の
前に事前授業、活動の後に事後指導を各学年の実態に合わせて行うことで、自分事として防災への備えの必要性を感じ取っ
ていた。「自分のことは自分で守る」精神が培われている。

○一人一人を尊重し、自他、互いの多様性を認め合う心を育
み、実践する。
・年度初めに学級目標を設定し、共に協力し合いながら　温か
な人間関係を育む学級づくり。
・性の多様性プログラムや人権尊重教育活動、道徳教育、特
別活動等を通した心の育成と日常の対話の充実。
・一人一人が人権感覚を身に付け、自他の人権を守る態度を
育成するための指導案の活用。
・かわさき共生＊共育プログラムのエクササイズを活用した学
級での授業活動と子どもの振り返りの充実。
・子どもに対する教育相談窓口の新たな開設、学校生活アン
ケート後の指導や助言、適切な援助の検討。
・年間4回の災害を想定した避難訓練、１回の引き取り訓練、
体験的・実践的な事前を含めた防災学習、防犯訓練の計画
的な実施。

・子どもの言葉や表現を生かした学級目標を指標として学級
経営を推進し、活力とまとまりのある集団の形成に努めること
ができた。
・外部講師による授業プログラム（６年「性の多様性」、5年「命
の誕生と思春期の心とからだ」）を実施した。対話を通して身
近な多様性を知る機会と思春期の変化を肯定的に考える糸
口となり、命を見つめ直すことができた。
・人権尊重週間では、全児童を対象にICTを活用して価値や
態度の深化を目指す指導を展開した。学校全体で人権に関
する知的理解と人権感覚のバランスのとれた育成の共有を図
ることできた。
・かわさき共生＊共育プログラムのエクササイズで人権に関わ
る授業を行った。活動を通して自分の力が発揮できたり、友達
から認められたりする楽しさを感じている姿が見られた。
・Googleフォームを活用した「丸ちゃんフォーム」を開設して、
教育相談体制の充実を図ることができた。また、巡回SCと連携
して、子どもを温かく受容しながら登校支援につなげることが
できた。
・地域の協力を得ながら、子どもが自ら判断し、安全かつ迅速
に避難できる知識と技能を身に付けることができた。

・集団活動での発言や行動を見つめ直し、学級集団に互いの
よさや活動の事実を認め合う温かい雰囲気がみられるかどうか
全職員で確認をしていく。
・全教育活動を視野に入れ、特に道徳教育と特別活動の相関
を重視した教育活動の展開を見直す。
・全職員が指導や支援において、子どもの言葉に寄り添いな
がら聴く姿勢、援助の在り方を探る。
・子どもの権利に関する週間で、権利学習資料を使いながら、
集団活動や体験的な活動を通し、生きて働く社会性を身に付
けることを目指していく。
・かわさき共生＊共育プログラムの研修や、効果測定の見取り
をもとに、教職員相互で子ども理解を一層深める。
・支援教育Co.と養護教諭を窓口に、教育相談体制を充実さ
せ、担任や関係する教職員と連携しながら子どもに寄り添い、
理解を深める。また、自分のことを他者に話したり、相談したり
することの良さが感じられるような場づくりを整える。
・地域、保護者の意見を反映して、次年度の避難・引き取り訓
練、防災学習、防犯訓練の計画を立てる。

〇人権尊重、いじめを許さない心の醸成と環境を構築し、事
件・事故防止に向けた指導と対応を強化する。
・いじめ防止研修など、いじめへの対応の共通理解を深め、報
告・共有を行いながら、チームとして対応していく。
（SOSの出し方・受け止め方教育の推進）

〇児童のニーズに合わせた支援の体制を整えるためにケース
会議を開き、教職員間で情報共有をしっかりと行う。

・いじめ防止に向けて強い思いをもち、学校全体で意識を高
めて取り組むことができた。
・いじめ防止研修を通して、いじめを起こさない、生まない学級
作りを目指し、実際に起きた場合には、全教職員間で情報を
共有し、寄り添った支援を心がけ対応することができた。
・個に合わせた支援方法を構築し、教職員間で有効な手立て
を考え、苦手な部分が改善していけるような支援体制を支援
教育COを中心に進めていくことができた。

・いじめの芽が育つ前にしっかりとした指導を心がけ、さらなる
いじめ防止を進めていけるよう、事案に対しての意識の高さを
さらに強化していく。
・担任や支援l教育COを中心にしながら、いじめに関するアン
ケートや日々の様子から安心して学校生活が送れているかを
さらに把握することができるようにする。
・個のニーズに合わせた指導計画を構築し、引き続き寄り添っ
た支援を続けていけるようにする。

○子どもたちの思いを大切にし、活動を通して学んだことを日
常生活や授業で活かすことができるようにする。
・豊かな体験活動を大切にし、活動を通して学んだことを日常
や授業で活かすことができるようにする。
・学習のねらいを基に、子どもたちがめあてをもって取り組むこ
とができるようにする。　
・校内授業研究会や研修会を通して、子どもたちの思いや主
体的な学びを大切にした学習を追究していく。

○自分の心や体の状態に向き合い、自分を知り、いきいきと生
活する姿を目指す。
・子どもたちが自分の心と体の状態を知り、体を動かすことの
楽しさを感じたり、日常的に体を動かす習慣をつけたりするこ
とができるようにする。
・「心とからだに向き合う心身プロジェクト（性に関する指導）」
で、自分や他人のことを大切にすることができるように各学年
の実態に応じた指導を行う。
・体育の授業や委員会活動で運動に親しみ、自分の体の調子
に気が付くような取組を行う。

・生活科や総合的な学習の時間（以下、総合）を中心に、豊か
な体験を通した課題解決的な学習に取り組んできた。体験の
中で、子どもたちには「なぜだろう」「できるようになりたい」と
いった興味・関心に基づく学びの姿が見られた。一方で、保護
者アンケートの結果からは、家庭学習における主体的・自律的
な学習姿勢に課題が見られ、肯定的な回答が他の項目に比
べて低い値となった。
・ 5月の職員研修会では「主体的な学び」について理解を深
め、授業展開の共通モデルとして「課題設定・めあて・活動・振
り返り」を提示し、各授業での導入を図った。
・校内授業研究会では、研究テーマを「子どもたちの思いを大
切にし、『わかる』『できる』授業づくり」に設定し、主体的な学
びの実現に向けた実践を積み重ねている。

・「心とからだに向き合う心身プロジェクト」では、8月に外部講
師によるジェンダーやセクシュアリティに関する悉皆研修を実
施し、全職員の共通理解を図った。これを受け、各学年の発
達段階に応じた指導計画を教育課程に位置付け、実践に取り
組んだ。
・体育科においては「楽しむ」ことを重視し、めあて学習を軸と
した授業を展開したことで、子どもたちからは「やってみたい」
「できるようになりたい」という意欲的な言葉が多く聞かれるよう
になった。その成果は、5年生の全国体力・運動能力調査にも
表れており、「運動やスポーツが好き」という肯定的な回答が
97％に達するなど、高い関心を示している。

・豊かな体験活動を支えていただいている地域や学習協力者
との連絡・調整を教職員全体で行っていく。
・学習過程において、子どもたちが自ら選択・決定し、自主的
に行動できる機会を重視する。また、主権者教育への理解を
深め、本校の実態に即した取組を構築していく。
・学校経営方針の目標達成に向け、「学校説明会」「学習状況
調査」「各種分析・振り返り研修」「学校報告会」を一連のサイク
ルとして捉え、実施する。特に学習状況調査の結果を客観的
に分析し、確実な学習・授業改善につなげていく。
・教師の授業力向上と子どもたちの学習改善を専門的に検
討・実施する新たな部会を設立し、全校体制での実践を推進
する。　
・教職員のニーズを調査した「リクエスト研修」を実施し、個々
のスキルアップを図る。あわせて、教師が互いに授業を見合
い、高め合えるシステムを検討する。

・全学年で体力テストを実施し、子どもたち自身が自分の体力
の特性や変化を把握できるよう支援するとともに、自発的に体
を動かすきっかけを創出する。
・体育部を中心に、全校児童がスポーツに親しめる環境づくり
を年間計画に基づいて実施する。取り組みを年間を通して計
画・実施していく。
・学校通信やウェブサイト等を通じて、家庭でも手軽に実践で
きる遊びや運動を紹介し、保護者とともに子どもの体力向上を
図る。

〇たくさんの行事や活動を通してお互いを認め合いながら成
長していく。
・たてわり班活動、運動会などの行事を意図的に多学年交流
が入るようにしていく。
・子どもたちがお互いを認め合えるような場作り。
〇地域や自然の良さを感じ岡上のことが好き・素敵だなと思え
る心を育む。
・地域の方にご協力を頂きながら、岡上の素敵な部分を見つ
けていく。
・委員会活動や教員の仕掛けで岡上にしかできないような体
験を年間を通して入れていく。

・フォロワーシップ・リーダーシップの姿が多く見られた。また、
子どもたちからもこのような言葉が聞こえたり、こんな姿になり
たいというような声が多く聞かれた。
・フォロワーシップの姿の見取りが難しいという声も聞かれた。
・子どもたちは、他の子の意見を尊重しながら適切に声をかけ
ながら話をまとめていく姿がたくさん見られた。
・もっと子ども一人一人に任せる場を作ってもいいのではない
か。
・地域の方には本当に今年もたくさんご支援を頂けた。また、
子どもの成長についても一緒に共有できたことはとても良かっ
た。
・岡上の良さに気が付けるような仕掛けを取り入れながら総合
の学習を進めていくことができた。

・行事での子どもたちのフォロワーシップ・リーダーシップを働
かせられる場面を検討し、意図して計画していく。教員が常に
意識をもってこどもに働きかけていく。
・フォロワーシップについても確認しながら進めていく。
・地域の方と連携を図りながら、岡上の良さを感じられるように
していく。実際に体験活動を大切にして、学習を進めていく。
・ふれあい発表会を含め岡上の良さ・素敵を地域の方、保護
者にも伝えていく。
・岡上の良さを振り返る場面などを定期的に入れていく。

学 校 教 育 目 標 今年度の重点目標

学校教育目標「つよい子　正しい子　ほがらかな子」
【つ よ  い 子 】確かな学び、くじけぬ心、健康体力を培う
【正  し い 子 】人と地域と自然と共によりよく生きる基盤を培う
【ほがらかな子】自他を認め、尊重する豊かな人間性を培う

〇誰もが安心して学校生活を送ることができるようにする
〇倫理観と使命感をもつ協働的な教職員による、安全・安心な学校体制の構築
〇岡上で言葉を

◎言葉を大切にした教育活動
【学 び 合 い 】 ・使える知識・技能の習得、心や体の維持・向上に向け、粘り強く取り組み、
　　　　　　　　　　  自ら解決できる力を育む
【つながり合い】 ・人と地域と自然とのかかわりを通して自分の在り方を考える
　　　　　　　　　　 ・ふるさと岡上・川崎プライド・共によりよく生きる力をはぐくむ
【 支 え 合 い 】 ・一人一人を尊重し、自他互いの多様性を認め合う心を育み、実践する
【 安全 ・ 安心】 ・いじめ・事件・事故を未然に防ぐ指導と体制づくりを推進する
　　　　　　　　　   ・自分らしくあることへの誇りを育てる

評 価 項 目 具 体 的 な 取 組 成 果 と 課 題 具 体 的 な 改 善 策

学校番号 学　校　名 校　長　名
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